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第14回町民バレーボール大会が11月23日、町総合体育館で行われ、
約200人が参加して熱戦が繰り広げられました。
大会は、地区対抗で行われ、参加13チームがＡ・Ｂブロックに分
かれて試合が行われました。成績は次のとおりです。

第15行政区（富倉・原相善）
第7行政区（新地町）
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平
成
２
年
４
月
か
ら
多
年
に
わ

た
り
新
地
町
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
を
務
め
、
平
成
11
年
10
月
か
ら

同
委
員
長
職
務
代
理
者
、
平
成
15

年
10
月
か
ら
同
委
員
長
と
し
て
活

躍
さ
れ
、
地
方
自
治
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

・
森
　
恭
一
（
杉
目
）

・
荒
　
達
也
（
中
里
）

・
高
玉
幸
江
（
相
馬
市
）

・
桑
折
篤
次
（
駒
ヶ
嶺
町
）

・
旭
電
化
工
業
㈱
相
馬
工
場

・
寺
島
政
市
（
大
戸
浜
）

・
斎
藤
良
子
（
藤
崎
）

・
エ
バ
ー
フ
ァ
イ
ン
㈱

・
荒
　
　
幹
（
鉄
炮
町
）

・
荒
　
武
夫
（
今
神
）

・
目
黒
治
光
（
小
川
）

・
鈴
木
一
光
（
藤
崎
）

・
村
上
哲
夫
（
釣
師
）

・
　
野
新
一
（
今
泉
）

・
伊
藤
良
幸
（
大
戸
浜
）

・
菅
野
元
晴
（
今
泉
）

・
新
地
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

２
０
０
４
実
行
委
員
会

・
遠
藤
正
文
（
岡
）

昭
和
51
年
４
月
か
ら
平
成
16
年

３
月
ま
で
28
年
の
永
き
に
わ
た
り

新
地
湛
水
防
除
施
設
の
管
理
人
と

し
て
、
昼
夜
を
た
が
わ
ず
農
地
等

の
水
害
と
流
域
内
の
災
害
防
止
に

努
め
、
農
業
の
振
興
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
元
年
12
月
か
ら
多
年
に
わ

た
り
新
地
町
民
生
児
童
委
員
と
し

て
保
護
指
導
活
動
に
精
励
さ
れ
、

平
成
16
年
12
月
か
ら
同
協
議
会
会

長
と
し
て
、
社
会
福
祉
の
向
上
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
元
年
12
月
か
ら
５
期
15
年

の
永
き
に
わ
た
り
新
地
町
民
生
児

童
委
員
と
し
て
保
護
指
導
活
動
に

精
励
さ
れ
、
社
会
福
祉
の
向
上
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
元
年
12
月
か
ら
５
期
15
年

の
永
き
に
わ
た
り
新
地
町
民
生
児

童
委
員
と
し
て
保
護
指
導
活
動
に

精
励
さ
れ
、
社
会
福
祉
の
向
上
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
元
年
12
月
か
ら
５
期
15
年

の
永
き
に
わ
た
り
新
地
町
民
生
児

童
委
員
と
し
て
保
護
指
導
活
動
に

精
励
さ
れ
、
社
会
福
祉
の
向
上
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
　
順
不
同
）

・
三
宅
　
行
（
埓
浜
）

・
新
地
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

・
石
田
さ
と
み
（
高
田
）

・
岡
田
信
治
（
岡
）

・
渡
邊
功
正
（
沢
口
）

・
荒
　
達
也
（
中
里
）

・
星
ト
ヨ
子
（
富
倉
）

・
渡
邊
淳
子
（
大
山
田
）

・
神
田
睦
子
（
新
地
町
）

・
只
野
良
夫
（
新
町
）

・
高
橋
と
し
子
（
大
山
田
）

・
目
黒
治
光
（
小
川
）

・
鈴
木
一
光
（
藤
崎
）

・
鈴
木
洋
市
（
沢
口
）

・
寺
島
浩
行
（
小
川
）

・
　
野
新
一
（
今
泉
）

・
佐
藤
　
裕
（
大
山
田
）

・
石
田
紀
男
（
新
地
町
）

・
斎
藤
良
子
（
藤
崎
）

・
岡
崎
　
一
（
作
田
）

・
村
上
勝
則
（
新
町
）

・
金
沢
ア
サ
ヨ
（
城
内
）

・
荒
　
武
夫
（
今
神
）

・
鈴
木
　
栄
（
白
石
市
）

・
鈴
木
一
光
（
藤
崎
）

・
林
　
　
薫
（
大
山
田
）

・
阿
部
　
忠
（
岡
）

・
　
野
新
一
（
今
泉
）

・
星
　
利
信
（
富
倉
）

・
佐
藤
　
功
（
小
川
）

・
荒
　
拓
見
（
木
崎
）

・
加
藤
英
明
（
下
真
弓)

・
渡
邊
功
正
（
沢
口
）

・
渡
邊
淳
子
（
大
山
田)

・
三
宅
　
行
（
埓
浜
）

・
加
藤
寛
大
（
岡
）

・
佐
藤
　
覚
（
相
馬
市
）

・
村
上
勝
則
（
新
町
）

平
成
18
年
１
月
１
日

午
前
６
時

鹿
狼
山
登
山
口

☆
参
加
者
に
記
念
品
プ
レ
ゼ
ン
ト

鹿
狼
山
元
旦
登
山
実
行

委
員
会

新
地
町
観
光
協
会

（

２
１
１
２
）

平
成
18
年
１
月
１
日

午
前
６
時

釣
師
浜
海
水
浴
場

☆
参
加
者
に
豚
汁
サ
ー
ビ
ス

釣
師
の
浜
を
き
れ
い
に
す
る
会

（

２
１
７
３
）

平成17年度新地町成人式を下記のとおり開催します。一生に一度の
想い出に、ぜひ参加ください。

平成18年１月８日
（受付）午後１時～　（式典）午後１時30分～
農村環境改善センター
式典・アトラクション
町に住所登録している人又は、尚英中学校卒業生の方で昭和
60年４月２日～昭和61年４月１日に生まれた方。
対象とされる方には、ご案内のはがきを送付しています。

その他に、該当する方がいましたら、新地公民館までご連絡ください。
新地公民館（ ２０８５）

はたち 



今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、

こ
れ
ま
で
の
５
年
間
に
町
が
展
開

し
て
き
た
主
要
39
施
策
に
つ
い
て
、

そ
の
重
要
度
と
満
足
度
及
び
、
広

域
行
政
・
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

た
ず
ね
ま
し
た
。

調
査
対
象
は
、
町
内
在
住
の
20

歳
以
上
の
方
か
ら
無
作
為
に
１
０

０
０
人
の
方
を
抽
出
し
、
７
月
29

日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
、
郵
送
に

よ
る
回
答
で
行
い
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
回
答
者
は
５
０
３
人
（
50．

３
％
）
で
、
回
答
者
の
性
別
は
、

不
明
（
回
答
未
記
入
）
が
若
干
あ

り
ま
す
が
、
回
答
者
の
男
女
比
は

全
く
同
じ
48．

１
％
ず
つ
で
し
た
。

ま
た
、
年
齢
別
で
は
、
60
〜
69
歳

が
や
や
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
各

年
齢
層
か
ら
、
ほ
ぼ
ま
ん
べ
ん
な

く
回
答
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

（％） 

（％） 

男 

女 

不明 

現
総
合
計
画
の
主
要
39
施
策
に
つ
い
て
、
今
後
ど
れ
を

重
視
し
て
い
く
べ
き
か
を
、「
重
視
す
べ
き
〜
重
視
し
な
い
」

を
「
５
〜
１
」
の
目
盛
り
と
し
て
、
○
印
を
付
け
て
も
ら
う

方
法
で
調
査
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
町
民
が
考
え
る
重
要
度
（「
重
視
す
べ

き
」
＋
「
や
や
重
視
す
べ
き
」）
が
最
も
高
い
施
策
は
「
高

齢
社
会
へ
の
対
応
」
で
78．
５
％
、
次
い
で
「
勤
労
者
の
働

く
環
境
づ
く
り
」、「
子
育
て
へ
の
支
援
」、「
地
域
医
療
の
充

実
」
な
ど
が
続
き
、
福
祉
面
、
教
育
面
、
安
全
面
に
関
す

る
施
策
が
重
要
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

逆
に
、
あ
ま
り
重
要
と
考
え
ら
れ
て
い
な
い
の
は
「
地
域

間
・
国
際
交
流
の
推
進
」、「
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
」

等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
総
合
計
画
に
お
け
る
主
要
39
施
策
に
つ
い
て
、
ど
の

程
度
満
足
し
て
い
る
か
を
、「
満
足
し
て
い
る
〜
満
足
し
て

い
な
い
」
を
「
５
〜
１
」
の
目
盛
り
と
し
て
、
○
印
を
付
け

て
も
ら
う
方
法
で
調
査
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
主
要
39
施
策
に
対
す
る
住
民
の
満
足
度
は

全
般
的
に
低
く
、
満
足
度
が
最
も
高
い
「
水
と
緑
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
」
で
も
35．

５
％
と
半
数
以
下
で
し
た
。

逆
に
、
満
足
度
が
低
い
施
策
と
し
て
は
、「
商
業
の
振

興
・
育
成
」
で
６．

６
％
、
そ
れ
に
続
き
「
工
業
の
振
興
」

「
勤
労
者
の
働
く
環
境
づ
く
り
」
な
ど
産
業
面
の
施
策
や

「
財
政
運
営
の
効
率
化
」
な
ど
の
行
財
政
面
の
施
策
等
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。



前
ペ
ー
ジ
で
見
て
き
た
重
要
度

と
満
足
度
の
集
計
結
果
を
、
点
数

化
し
、
町
民
満
足
度
（
Ｃ
Ｓ
＝

Chom
in
Satisfaction

）
に
つ
い
て

分
析
を
行
っ
た
の
が
左
図
で
す
。

縦
方
向
が
満
足
度
、
横
方
向
が
重

要
度
で
す
。

こ
れ
を
見
る
と
、
満
足
度
が
平

均
を
超
え
て
い
る
の
は
「
健
康
づ

く
り
」、「
水
と
緑
」、「
生
涯
学
習
」

な
ど
６
項
目
で
す
。
こ
れ
ら
は
重

要
度
・
満
足
度
と
も
に
割
合
高
く
、

現
状
維
持
を
図
る
べ
き
施
策
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

逆
に
、「
勤
労
者
の
働
く
環
境
づ

く
り
」、「
財
政
運
営
の
効
率
化
」、

「
子
育
て
へ
の
支
援
」
な
ど
は
、
重

要
度
が
高
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
満

足
度
が
低
く
、
今
後
重
点
的
な
施

設
を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

町
民
満
足
度
（
Ｃ
Ｓ
）
分
析
か

ら
は
、
基
本
的
に
は
次
に
示
す
よ

う
な
解
釈
が
可
能
で
す
。

■
重
要
度
が
高
く
、
満
足
度
も
高

い
項
目

→

現
状
維
持
を
図
る
べ
き
項
目

■
重
要
度
が
高
く
、
満
足
度
が
低

い
項
目

→

重
点
化
に
よ
り
、
高
い
投
資

効
果
が
期
待
さ
れ
る
項
目

■
重
要
度
が
低
く
、
満
足
度
が
高

い
項
目

→

現
状
維
持
で
十
分
な
項
目

■
重
要
度
が
低
く
、
満
足
度
も
低

い
項
目

→

重
点
化
は
望
ま
れ
る
が
、
投

資
効
果
は
低
い
項
目

点
数
化
は
、
次
表
の
ル
ー
ル
に

基
づ
き
行
い
ま
し
た
。

広
域
行
政
と
市
町
村
合
併
に
つ

い
て
は
、
市
町
村
合
併
に
こ
だ
わ

ら
ず
「
現
在
の
広
域
行
政
を
進
め

る
」
が
49．

５
％
で
ほ
ぼ
半
数
を

占
め
、「
将
来
は
合
併
を
検
討
す

る
」
は
29．

０
％
で
約
３
割
と
な

っ
て
い
ま
す
。

男
女
別
で
は
、
男
女
と
も
に

「
現
在
の
広
域
行
政
を
進
め
る
こ

と
」
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
傾
向
は
女
性
に
強
く
、

「
将
来
は
合
併
を
検
討
」
は
女
性
よ

り
男
性
に
、
や
や
強
い
傾
向
が
み

ら
れ
ま
す
。

年
齢
別
で
は
、
20
歳
・
30
歳
代

で
「
現
在
の
広
域
行
政
を
進
め
る

こ
と
」
が
多
く
、
60
歳
以
上
に
な

る
と
、
広
域
行
政
よ
り
市
町
村
合

併
の
指
向
性
が
強
い
傾
向
が
み
ら

れ
ま
す
。

な
お
、「
将
来
は
市
町
村
合
併
を

検
討
」
と
回
答
し
た
方
に
「
最
も

適
当
と
考
え
る
市
町
村
の
組
み
合

わ
せ
」
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
最
も

多
か
っ
た
の
は
「
相
馬
市
」
で
64．

４
％
で
、
相
馬
郡
全
体
は
11．

０
％
、
山
元
町
は
４．

１
％
で
し

た
。

総
合
計
画
審
議
会
は
、
第
１
回

目
が
10
月
19
日
に
、
第
２
回
目
が

11
月
21
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
役
場
正

庁
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
回
目
の
会
議
で
は
、
委
員

の
辞
令
交
付
の
後
、
会
長
に
後
藤

顯
一
さ
ん
を
、
副
会
長
に
仁
科
靜

夫
さ
ん
を
選
出
し
、
新
地
町
第
４

次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
策

定
方
針
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し

た
。第

２
回
目
の
会
議
で
は
、
後
期

基
本
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
調

査
・
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

各
委
員
は
、
次
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）

会
　
長
　
後
藤
顯
一
（
商
工
会
）

副
会
長
　
仁
科
靜
夫
（
区
長
会
）

阿
部
邦
夫
（
農
協
）

東
　
胞
男
（
漁
協
）

林
ナ
ミ
子
（
婦
人
団
体
）

八
巻
　
円
（
民
生
児
童
委
員
）

寺
島
貞
弘
（
議
会
）

加
藤
源
司
（
議
会
）

佐
藤
茂
樹
（
議
会
）

渡
邊
武
憲
（
小
川
）

目
黒
清
明
（
杉
目
）

杉
平
慶
宏
（
明
地
）

高
崎
義
典
（
城
内
）

熊
澤
静
江
（
下
真
弓
）

小
林
成
子
（
作
田
）

現在の広域行政を進める 

将来は合併を検討する 

どちらでもよい 

わからない 

その他 

不明 

合　計 503 249 146 36 37 5 30
100.0 49.5 29.0 7.2 7.4 1.0 6.0

男 242 115 87 12 16 3 9
100.0 47.5 36.0 5.0 6.6 1.2 3.7

女 242 132 55 22 18 2 13
100.0 54.5 22.7 9.1 7.4 0.8 5.4

不　明 19 2 4 2 3 ― 8
100.0 10.5 21.1 10.5 15.8 ― 42.1

合　計

合併に拘ら
ず現在の広
域行政を進
める

将来は合併
を検討する

どちらでも
よい わからない その他 不明

合　計 503 249 146 36 37 5 30
100.0 49.5 29.0 7.2 7.4 1.0 6.0

20～29歳 71 45 10 10 4 2 ―
100.0 63.4 14.1 14.1 5.6 2.8 ―

30～39歳 58 35 12 3 5 1 2
100.0 60.3 20.7 5.2 8.6 1.7 3.4

40～49歳 88 46 25 6 5 1 5
100.0 52.3 28.4 6.8 5.7 1.1 5.7

50～59歳 98 52 29 6 8 1 1
100.0 53.6 29.9 6.2 8.2 1.0 1.0

60～99歳 103 42 45 4 7 ― 5
100.0 40.8 43.7 3.9 6.8 ― 4.9

70歳以上 79 28 25 7 7 ― 12
100.0 35.4 31.6 8.9 8.9 ― 15.2

不　明 7 1 ― ― 1 ― 5
100.0 14.3 ― ― 14.3 ― 71.4

合　計

合併に拘ら
ず現在の広
域行政を進
める

将来は合併
を検討する

どちらでも
よい わからない その他 不明



「
町
文
化
祭
」
が
11
月
５

日
、
６
日
に
、「
第
19
回
ふ
る

さ
と
産
業
ま
つ
り
」「
健
康
福

祉
ま
つ
り
」「
図
書
館
ま
つ
り
」

「
保
育
展
」
が
11
月
12
日
、
13

日
に
町
役
場
や
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
な
ど

を
会
場
に
行
わ
れ
、
大
勢
の

来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

「
町
文
化
祭
」で
は
、作
品

展
示
や
芸
能
発
表
会
の
ほ
か
、

茶
道
や
生
け
花
な
ど
の
体
験
コ

ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
産
業
ま
つ
り
」で
は
、Ｊ

Ａ
そ
う
ま
、漁
協
、
商
工
会
、

特
産
品
振
興
協
議
会
、
朝
市

会
、
地
元
企
業
ら
が
出
店
し

販
売
・
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
歌
謡
シ
ョ
ー
や
尚
英

中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
に
よ

る
演
奏
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
の
ほ
か
、ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
大
会
、
餅
つ
き
、
○
×
ク

イ
ズ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
健
康
福
祉
ま
つ
り
」
で

は
、
健
康
優
良
者
の
表
彰
や

体
力
測
定
、
食
卓
コ
ン
ク
ー

ル
の
作
品
展
示
・
試
食
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
図
書
館
ま
つ
り
」
で
は
、

除
籍
し
た
図
書
等
の
配
付
や

人
形
劇
、
指
パ
ペ
ッ
ト
や
ス

ラ
イ
ム
作
り
体
験
な
ど
が
、

「
保
育
展
」
で
は
、
子
ど
も
た

ち
の
絵
画
や
写
真
展
示
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

・
横
山
　
　
功
（
沢
口)

・
横
山
　
行
雄
（
鉄
炮
町
）

・
三
浦
　
　
幸
（
大
山
田
）

・
横
山
　
廣
司
（
明
地
）

・
齋
藤
　
秀
樹
（
中
里
）

・
目
黒
　
周
藏
（
作
田
）

・
門
馬
　
　
進
（
埓
浜)

・
目
黒
　
廣
忠
（
木
崎
）

・
古
旗
　
孝
壽
（
下
真
弓
）

・
本
田
　
哲
夫
（
上
真
弓
）

・
門
間
　
定
義
（
山
元
町
）

・
大
堀
　
　
宏
（
岡
）

・
菊
地
　
正
文
（
岡
）

・
岡
田
　
和
彦
（
岡
）

・
渡
部
　
光
夫
（
杉
目
）

・
水
戸
　
好
美
（
杉
目
）

・
佐
々
木
正
一
（
小
川
）

・
石
田
　
初
男
（
小
川
）

・
目
黒
　
　
巖
（
小
川
）

町では、本年度下記区域で下水道の実施設計を実施します。
つきましては、各家庭のトイレ、台所等の位置を外部から調査するため、委託業者の調査員が宅地内に立ち入
りすることがあります。趣旨をご理解のうえ、ご協力を賜りますようお願いいたします。なお、調査員は、町発
行の身分証明書を携帯しています。

役場都市計画課下水道係（ ２１１３）

・
小
泉
　
正
三
（
新
地
町
）

・
加
藤
　
勇
馬
（
新
地
町
）

・
小
泉
　
武
志
（
中
島
）

・
荒
　
芳
久
仁
（
釣
師
）

・
目
黒
　
繁
敏
（
釣
師
）

・
寺
島
　
信
吉
（
大
戸
浜
）

・
寺
島
　
正
美
（
大
戸
浜
）

・
菅
野
　
　
守
（
今
泉
）

・
早
坂
　
健
治
（
今
泉
）

・
角
田
　
正
悦
（
菅
谷
）

・
齋
藤
　
利
　
（
菅
谷
）

・
星
　
　
和
博
（
高
田
）

・
後
藤
　
行
雄
（
城
内
）

・
八
島
　
洋
一
（
上
ノ
町
）

・
平
間
　
紘
一
（
新
町
）

・
鈴
木
　
和
男
（
駒
ヶ
嶺
町
）

・
渡
部
　
利
昭
（
渋
民
）

・
佐
藤
　
秀
夫
（
藤
崎
）

・
荒
　
　
節
雄
（
今
神
）

・
菊
地
　
勝
義
（
富
倉
）

・
渡
部
　
和
志
（
原
相
善
）

平成17年12月上旬～
平成18年３月下旬

①㈱三水コンサルタント東北支社
（ ０２２―７２８―７２０５）
②日本水工設計㈱東北支社
（ ０２２―２６３―８９４１）

平成17年12月上旬～
平成18年３月下旬

㈱福建コンサルタント
（ １３１１）



米
価
の
低
迷
や
原
油
の
高
騰
な

ど
に
よ
り
、
農
業
者
の
所
得
が
減

少
し
、
地
域
農
業
の
担
い
手
、
特

に
稲
作
経
営
の
担
い
手
の
育
成
が

急
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
化
す
る
自
己
完
結
型
農
家
の

離
農
な
ど
に
よ
り
、
点
在
的
に
発

生
す
る
耕
作
放
棄
地
が
病
害
虫
の

巣
窟
と
な
り
、
全
国
的
に
遊
休
農

地
が
増
加
す
る
な
ど
、
個
人
の
農

国
で
は
、
近
年
の
「
米
政
策
改

革
」
や
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
計
画
」
に
お
い
て
、「
米
づ
く
り

の
本
来
あ
る
べ
き
姿
」
を
唱
え
て

お
り
、
米
も
他
の
作
物
と
同
様
に

需
要
に
応
じ
た
生
産
を
求
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
生
産
者
が
経
営
者

に
な
る
こ
と
を
同
時
に
強
く
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
自
己
の
経
営
を
分
析
し
た

と
き
、
機
械
の
過
剰
投
資
な
ど
が

赤
字
の
原
因
で
あ
る
こ
と
を
十
分

に
理
解
し
、
機
械
の
装
備
を
や
め
、

農
作
業
は
全
て
受
託
組
織
に
委
託

し
て
、
所
得
の
確
保
に
努
め
る
も

の
で
、
浮
い
た
作
業
時
間
を
、
他

の
労
働
へ
転
化
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。

ま
た
、
農
地
も
転
作
地
の
集
団

化
や
、
水
稲
も
品
種
ご
と
に
団
地

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
管
理
の

一
元
化
、
肥
料
や
防
除
剤
の
散
布

作
業
も
効
率
化
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
は
一
人
ひ
と
り

の
取
り
組
み
が
積
み
重
な
っ
て
大

き
な
成
果
を
生
む
も
の
で
、
個
人

で
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
。「
集
落
営

農
」
と
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
改

革
が
、
全
体
の
改
革
と
な
る
も
の

で
す
。 農

林
水
産
省
が「
経
営
所
得
安
定
対
策
等
大
綱
」を
決
定 

農
林
水
産
省
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世

界
貿
易
機
関
）
な
ど
の
国
際
情
勢

を
踏
ま
え
、「
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
計
画
」
な
ど
で
、近
年
か
ら
政

策
の
大
転
換
を
図
る
こ
と
を
訴
え

て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
転
換
内
容

の
重
点
事
項
を
ま
と
め
た
も
の
が
、

今
回
の
決
定
さ
れ
た「
大
綱
」で
す
。

そ
れ
に
は
、

①．

担
い
手
に
対
し
て
施
策
を
集

中
す
る
「
品
目
横
断
的
経
営
安
定

対
策
」
の
創
設
。

②．

①
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ

る
、
米
の
生
産
調
整
支
援
対
策
の

見
直
し
。

③．

農
地
・
水
な
ど
の
資
源
や
環

境
の
保
全
向
上
を
図
る
た
め
の
対

策
の
創
設
。

と
い
っ
た
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て

お
り
、
な
か
で
も
「
品
目
横
断
的

経
営
安
定
対
策
」
は
、
今
ま
で
全

て
の
農
家
を
対
象
に
米
な
ど
の
価

格
補
償
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

平
成
19
年
度
か
ら
対
策
の
対
象
を
、

４
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
を
経
営
す
る

「
認
定
農
業
者
」
と
、
生
産
調
整
作

・農業日誌 １，４００円
・ファミリー日誌 １，４００円
・新農家暦 ４６０円

12月16日（金）

福島県農林統計協会相双支部事務局
（ １１５１）

業
者
で
は
、
解
決
で
き
な
い
課
題

が
山
積
み
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
集
落
全
体
の

課
題
と
し
て
、
地
域
総
ぐ
る
み
で

担
い
手
を
育
成
し
、
課
題
の
抑

制
・
解
決
を
図
ろ
う
と
い
う
の
が

「
集
落
営
農
」
で
す
。

ま
た
、
そ
れ
ら
の
結
び
つ
き
を

基
礎
と
し
て
、
食
料
の
安
定
供
給

の
ほ
か
、
農
地
・
自
然
環
境
の
保

全
、
良
好
な
景
観
の
形
成
、
文
化

の
伝
承
と
い
っ
た
農
業
・
農
村
の

持
つ
多
面
的
機
能
の
維
持
・
発
揮

な
ど
、
農
村
本
来
の
魅
力
を
取
り

戻
す
取
り
組
み
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
国
の
農
業
政
策
の
転

換
に
対
応
す
る
た
め
、
町
農
林
水

産
課
、
町
農
業
委
員
会
、
Ｊ
Ａ
そ

う
ま
、
県
相
双
農
林
事
務
所
な
ど

の
関
係
機
関
で
組
織
す
る
農
業
経

営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
認

定
農
業
者
や
地
域
の
担
い
手
・
リ

ー
ダ
ー
を
対
象
に
、「
集
落
営
農
の

推
進
」
と
「
新
た
な
政
策
」
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
、
11
月
15
日
に

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
実
施

し
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
そ
う
ま
支
部
長
会

の
協
力
を
得
て
、
11
月
21
日
か
ら

５
日
間
に
、
町
内
全
て
の
集
落
に

お
い
て
説
明
会
を
開
催
。
集
落
営

農
の
先
進
事
例
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
疑
問
点
な
ど
を
話
し
合
い
ま

し
た
。

町
農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ

ー
で
は
、
今
後
、
説
明
会
で
の
話

し
合
い
や
、
国
・
県
か
ら
の
情
報

提
供
な
ど
を
基
に
、
農
用
地
利
用

改
善
団
体
（
営
農
改
善
組
合
）
が

既
に
組
織
さ
れ
て
い
る
地
区
や
、

そ
れ
に
準
じ
た
転
作
組
合
、
集
落

な
ど
を
、
集
落
営
農
推
進
の
重
点

支
援
地
区
に
位
置
付
け
、
支
援
し

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
重
点

物
な
ど
の
、
主
な
基
幹
農
作
業
を

受
託
し
て
い
る
受
託
組
合
等
で
、

20
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
を
受
託
す
る

「
集
落
営
農
組
織
」
に
絞
っ
て
、
平

成
18
年
度
以
降
の
実
績
を
基
準
に

所
得
補
償
を
図
る
も
の
で
す
。

ま
た
、「
農
地
・
水
・
環
境
保
全

向
上
対
策
」
と
し
て
、
担
い
手
だ

け
で
は
で
き
な
い
農
道
の
除
草
な

ど
、
地
域
住
民
の
活
動
組
織
が
明

確
な
効
果
の
高
い
保
全
活
動
を
実

施
し
た
場
合
や
、
集
落
全
体
で
エ

コ
フ
ァ
ー
マ
ー
か
ら
県
の
特
別
栽

培
米
の
生
産
に
取
り
組
む
な
ど
、

環
境
に
や
さ
し
い
取
り
組
み
を
実

施
す
る
際
、
促
進
費
な
ど
の
支
援

が
受
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

支
援
地
区
で
は
、
意
向
調
査
や
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
、
集
落
内

の
現
状
を
的
確
に
調
べ
ま
す
。
そ

し
て
、
過
剰
な
機
械
装
備
の
活
用

方
法
や
、
更
新
の
調
整
を
図
る
事

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
集
落
ビ
ジ

ョ
ン
」
を
作
成
し
、「
品
質
横
断
的

経
営
安
定
対
策
」
等
の
対
象
と
な

る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

ま
ず
は
、
モ
デ
ル
と
な
る
集
落

の
構
築
に
向
け
、
支
援
強
化
を
図

る
方
針
で
す
。
詳
し
く
は
、
下
記

ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・町役場農林水産課内町農業経営改善支援センター（ ２１９４）
・町農業委員会（ ２１９５）
・ＪＡそうま新地営農センター（ ３３５１）
・相双農林事務所農業普及部（ １１５４）



町防犯協会では、近年における自転車等の盗難件
数が増加傾向にあることから、10月26日を「二重ロ
ックの推進日」とし、同日、盗難防止を呼びかける
防犯活動行いました。
活動では、新地高校で自転車通学者への鍵の配
付、徒歩通学者へは携帯ストラップ「鍵かけなサイ」
を配付しました。また、駅前において、自転車の鍵
かけ状況調査や防犯登録の普及率調査などを行っ
たほか、広報車で町内を巡回し防犯を呼びかけまし
た。

町の特産品、純米吟醸酒「鹿狼山」の原料とな
る酒米の出庫が10月27日、ＪＡそうま新地低温倉庫
で行われました。
この日出庫された酒米は、厳選された町内産のひ
とめぼれ30俵（1.8トン）で、醸造を依頼している会
津坂下町の蔵元、曙酒造に送られました。
今回出庫された酒米を使った、純米吟醸酒生タ
イプが12月下旬から、町内の酒店で販売されます。

町の秋季火災予防パレードが11月６日に行われ、
町内の各消防団が役場南側広場から町内各地を巡
回し、防火を呼びかけました。
また、婦人消防隊防火ソフトバレーボール大会が
11月27日に新地小学校体育館で行われ、隊員たちの
親睦を図りました。

新地高校では、11月１日から７日までのふくしま
教育週間にちなみ、芸術鑑賞教室『和の響「津軽三
味線＆和太鼓」』を11月７日、新地高校体育館で開
催しました。会場には新地高校生徒のほか一般町民
の方も参加しました。
教室では、海外でも活躍している澤田勝邦氏によ
る津軽三味線や、日本トップクラスの太鼓グループ
「粋打天（いだてん）」による演奏のほか、和太鼓の
体験コーナーも開かれ、参加者は、一流の芸術を楽
しみました。

町では、各種スポーツ大会に出場する選手やチーム
に激励金を贈りました。なお、尚英ガッツＪＶＣ（バ
レーボール）が県大会で見事優勝、来年３月に北海道
で行われる予定の全国大会に出場します。
（敬称略）
●第45回福島県高等学校新人体育大会柔道大会
・畠山　祐（相馬高校２年：中里）
●第28回福島県小学生バレーボール選手権大会
・尚英ガッツジュニアバレーボールクラブ
●ねんりんピックふくおか2005
ふれあいバトミントン大会
・阿部正位（新町）
●ＪＯＣジュニアオリンピック2005
平成17年度全日本卓球選手権大会
・鈴木翔太（藤崎）

第13回伊達開拓「ふるさと従兄弟（い～とこ）まち
づくりサミット」が11月９日、柴田町槻木文化センター
で開かれ、旧伊達藩にゆかりのある５市町（新地町・
北海道伊達市・宮城県柴田町・亘理町・山元町）から
約３００人が参加し交流を深めました。
サミットでは、八戸大学ビジネス学部教授の前山総
一郎氏を招いての基調講演や、「協働によるまちづくり」
と題した、パネルトークを各市町長が参加して行われま
した。

町国民健康保険主催による、60歳以上の男女を対象
としたシルバーダンスパーティーが11月17日、農村環境
改善センターで行われ、町内の愛好者約50人が軽やか
なステップを踏みながらワルツやルンバを楽しみました。
ダンスは、背筋を伸ばして踊ることにより、足腰を丈
夫にし、老化を防ぐ効果や男女が互いに組んで踊るこ
とにより精神的な若返りにもなるといわれています。



寒
い
時
期
に
な
る
と
、
外
で
働

い
た
り
、
運
動
し
た
り
と
い
っ
た

活
動
量
は
減
る
の
に
食
事
は
し
っ

か
り
と
る
の
で
、
体
重
が
増
え
て

気
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
特
に
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
肥
満
度
）

25
以
上
で
は
、
肥
満
傾
向
に
あ
り
、

正
常
体
重
の
人
に
比
べ
、
糖
尿
病
、

高
血
圧
、
高
脂
血
症
な
ど
の
病
気

を
引
き
起
こ
す
危
険
性
が
高
く
な

り
ま
す
。
お
腹
が
で
て
き
た
と
思

っ
た
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

保
育
士
「
事
務
室
よ
り
出
火
し
ま

し
た
」

・
・
・
訓
練
終
了
後

Ａ
君
「
先
生
！
事
務
室
あ
る
？
」

保
育
士
「
見
て
み
る
ね
。」

・
・
・
「
大
丈
夫
だ
っ
た
よ
」

Ａ
君
「
あ
ー
良
か
っ
た
」

保
育
所
で
は
、
毎
月
、
季
節
や

年
齢
に
合
わ
せ
て
製
作
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
今
の
時
期
は
、
ク
リ

ス
マ
ス
に
向
け
て
、
リ
ー
ス
や
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
の
飾
り
な
ど
を
作
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。
３
歳
児
は
、

の
り
・
ハ
サ
ミ
・
ク
レ
パ
ス
な
ど

を
使
い
、
ま
た
、
４
・
５
歳
児
に

な
る
と
絵
の
具
や
鉛
筆
を
使
っ
て

10
日

各
保
育
所

14
日

駒
ヶ
嶺
保
育
所

13
日

浜
保
育
所

福
田
保
育
所

14
日

新
地
保
育
所

16
日

駒
ヶ
嶺
保
育
所

20
日

福
田
保
育
所

21
日

駒
ヶ
嶺
保
育
所

22
日

新
地
保
育
所

浜
保
育
所

い
ろ
い
ろ
な
材
料
を
使
っ

て
「
こ
れ
、
○
○
み
た
い
だ

ね
。」
と
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の

に
見
た
て
て
、
作
る
こ
と
を

楽
し
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち

の
目
は
、
い
つ
も
キ
ラ
キ
ラ

し
て
い
ま
す
。
作
っ
た
喜

び
・
達
成
感
は
、
自
信
へ
も

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
楽

し
く
遊
ば
せ
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
の
持
っ
て
い
る
能
力

を
の
び
の
び
と
引
き
出
し
て

い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

ご
家
庭
で
も
ク
リ
ス
マ
ス
を
心

待
ち
に
し
な
が
ら
、
手
作
り
お
も

ち
ゃ
を
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
挑
戦

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

細
か
い
所
ま
で
表
現
す
る
お
も
し

ろ
さ
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。
他
に

も
、
草
花
や
木
の
実
な
ど
自
然
に

あ
る
も
の
を
利
用
し
た
り
、
牛
乳

パ
ッ
ク
・
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の

芯
な
ど
リ
サ
イ
ク
ル
品
で
製
作
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
保
育
士
が
ち

ょ
っ
と
し
た
準
備
や
言
葉
が

け
で
、
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
楽

し
い
世
界
を
豊
か
な
発
想
で

作
り
あ
げ
て
い
ま
す
。

彰義隊の精神的支柱
であった上野寛永寺山主
の輪王寺宮能久親王。
はからずも「朝敵」の盟
主となった輪王寺宮の苛
烈な生涯を中心に、維新
の真実に迫る壮大な長篇
歴史小説。

『彰義隊』
吉村　　昭

誕生日プレゼントの中
古ノートパソコンで遊ぶ
うちに、とんでもない冒険
にまきこまれたジャック。
彼は銀河系をめぐるアウ
ターネットを守ることが
できるのか？本とパソコ
ン両方で楽しめるニュー
タイプファンタジー。

『アウターネット 第１巻』
スティーブ・バーロウ

スティーブ・スキッドモア

『グーテンベルクの黄昏』 後藤　均
『あと！２年』 江坂　彰
『だから母と娘はむずかしい』

キャロリーヌ・エリアシェフ
『石綿（アスベスト）の基礎知識』

中央労働災害防止協会

『中学生の進路適正ワーク』 坂井利三郎
『子どものための敬語の本②』 ながたみかこ
『ありがとうへんてこライオン』 長　新太
『にじいろたまご』 すずきあゆみ

『海猿』
『夜回り先生』

『バッハ・リラクゼーション ＳＯＬＯ』
『ＨＡＶＥ　Ａ　ＮＩＣＥ　ＤＡＹ』

ＢＯＮ　ＪＯＶＩ

These first three months of life in Shinchi have been full. I immediately started karate,
and I soon played ping pong with the students at Shoei Junior High School. Then there
were taiko lessons before the bon odori festival, along with training for the Shinchi
Road Race and percussion practice in the Wing Pops jazz band. ALL those experi-

ences were of course wonderful, but I sometimes wondered if it was too much.
Fall has finally arrived, and it is important to change with the seasons. 
Therefore, I’ve decided to take a break. Good sleep, good ood, and a relaxed attitude are
necessary to stay healthy and strong, especially during the cold months ahead. I’ll use the
extra free time for lots of resting, cooking, and long walks around town.
So, although these days are quieter for me, I still hope to make new friends and see old ones
often. Until next time, take care.  

食
事
か
ら
摂
っ
た
脂
肪
は
、
体

内
で
体
を
動
か
す
の
に
必
要
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
り
ま
す
。
ま
た
体

温
の
調
整
、
内
臓
の
保
護
な
ど
の

働
き
を
し
て
い
る
の
で
、
健
康
な

体
を
保
つ
た
め
に
は
、
あ
る
程
度

の
脂
肪
は
必
要
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
と
き
使
わ
れ
な
か
っ
た
脂
肪

は
、
余
分
な
脂
肪
と
な
っ
て
、
体

内
に
蓄
え
ら
れ
ま
す
。
肥
満
は
、

体
内
に
脂
肪
が
過
剰
に
蓄
え
ら
れ

た
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

動
く
量
よ
り
食
べ
る
量
が
増
す

と
余
分
な
脂
肪
と
な
り
ま
す
。
ま

た
年
齢
と
と
も
に
使
わ
れ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
量
が
減
っ
て
く
る
の
で
、
若
い

こ
ろ
と
変
わ
ら
な
い
食
生
活
を
続

け
て
い
る
と
、
太
り
や
す
く
な
り
ま

す
。

①
食
事
の
量
を
い
ま
ま
で
よ
り
減

ら
す
。（
腹
八
分
目
）

②
１
日
３
食
食
べ
る
。

③
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
。

④
白
く
固
ま
る
油
に
は
要
注
意

（
肉
の
脂
身
や
ベ
ー
コ
ン
、
バ
タ
ー
、

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
な
ど
の
油
は
体
脂

肪
に
変
わ
り
や
す
い
）

⑤
寝
る
３
時
間
前
は
食
べ
な
い
よ

う
に
す
る
。

活
動
量
が
少
な
く
な
り
が
ち
な
冬

場
、
体
重
を
増
や
さ
な
い
た
め
に

も
食
生
活
を
見
直
す
こ
と
が
大
切

で
す
。

体
重
（
㎏
）
÷
身
長
（
ｍ
）
÷
身

長
（
ｍ
）

適
正
範
囲
18．

５
〜
24．

９

（和訳は19ページ）



・
旭
電
化
工
業
株
式
会
社
相
馬
工

場
よ
り
20
万
円

・
故
目
黒
藤
一
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し

て
目
黒
充
博
さ
ん（
新
地
町
）よ
り
10

万
円
／
そ
う
ま
農
業
協
同
組
合
新
地

総
合
支
店
職
員
一
同
よ
り
バ
ザ
ー
の

売
上
金
と
し
て
２
４，

７
２
０
円

◎場所は保健センター

※平日の修理は上記業者にお申し込みください。

新
地
発
電
所
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。
ま
た
、
12
月
１
日
か

ら
26
日
ま
で
、
館
内
に
大
き
な
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
飾
り
ま
す
。

・
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

・
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

・
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

・
午
前
11
時
〜
12
時

・
午
後
２
時
〜
３
時

：

：

①高齢者の交通事故防止
②飲酒運転の追放
③シートベルトとチャイルドシートの正
しい着用の徹底

町
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
理
念
、
意
義
に
つ
い
て
学
習
す

る
講
演
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
こ
れ
は
全
国
15
ヵ
所
で
開

催
さ
れ
る
講
演
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

12
月
17
日

午
後
１
時
30
分
〜

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

・
「
自
分
と
社
会
を
か
え
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
」

・
全
国
体
験
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
総
合
推
進
セ
ン
タ
ー

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

橋
本
洋
光
氏

▼

無
料

生
涯
学
習
課
（

２
０
８
５
）

福島県相馬郡新地町谷地小屋字樋掛田30番地 

http://www.shinchi-town.jp

ふ
れあ
いと創造のまち

相
馬
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、

年
金
相
談
会
（
集
合
徴
収
）
を
行

い
ま
す
。
国
民
年
金
保
険
料
の
納

め
忘
れ
や
納
付
に
関
し
て
相
談
の

あ
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
な
お
、
当
日
は
免
除

申
請
の
手
続
き
も
行
い
ま
す
の
で
、

申
請
さ
れ
る
方
は
印
鑑
、
年
金
手

帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

12
月
18
日

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

平
成
16
年
１
月
１
日

以
降
に
失
業
さ
れ
た
方
は
、
離
職

票
又
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
平
成
17
年

１
月
１
日
以
降
に
転
入
の
方
は
、

１
月
１
日
居
住
の
市
区
町
村
発
行

の
課
税
証
明
書
や
源
泉
徴
収
票
な

ど
が
必
要
で
す
。

・
相
馬
社
会
保
険
事
務
所
国
民
年

金
業
務
課
（

５
１
７
３
）

・
役
場
健
康
福
祉
課

（

２
９
３
２
）

国が行う「三位一体改革」により、税法が改正されました。改正の要点をシ
リーズでお知らせします。

平成17年度以後の所得税及び平成18年度以後の町県民税において、65歳
以上の方の公的年金等の控除額が下表のように改正されました。

○Ａ ○Ｂ ○Ｃ

平成17年度以後の所得税及び平成18年度以後の町県民税において、老年
者控除が廃止になりました。

税務課（ ２１１９）

12
月
31
日
現
在
で
、
工
業
統
計

調
査
を
行
い
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を

営
む
事
業
所
を
対
象
に
そ
の
活
動

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

毎
年
行
わ
れ
る
国
の
指
定
統
計
調

査
で
す
。

12
月
下
旬
こ
ろ
か
ら
左
記
の
調

査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
対
象
と

な
る
事
業
主
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

・
荒
　
健
二
郎

・
斎
藤
福
太
郎

・
菊
地
　
　
忠

・
太
田
　
政
光

企
画
振
興
課
（

２
１
１
２
）

相
馬
地
方
広
域
水
道
企
業
団
で

は
、
駒
ヶ
嶺
地
区
の
漏
水
調
査
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
つ
き

ま
し
て
は
、
調
査
の
た
め
宅
地
内

に
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
員
は
水
道
企
業
団
発
行

の
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
12
月
上
旬
〜

平
成
18
年
３
月
下
旬駒

ヶ
嶺
地
内

フ
ジ
地
中
情
報
株
式
会
社

相
馬
地
方
広
域
水
道
企
業
団

（

６
７
３
２
）

・
午
前
10
時
〜
12
時

・
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

無
料

新
地
発
電
所
わ

く
わ
く
ラ
ン
ド
（

４
７
２
２
）

・
山
内
一
二
さ
ん
（
高
田
）
よ
り

サ
ツ
マ
イ
モ
80
キ
ロ
／
菅
野
　
守

さ
ん
（
菅
谷
）
よ
り
ほ
う
れ
ん
草

５
キ
ロ
／
楠
敏
雄
さ
ん
（
岡
）
よ

り
り
ん
ご
（
王
林
）
２
箱

風
の
会
（
歌
・
踊
り
）
８
人
／

特
養
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
30
回
65
人
／

Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん
２
回
５
人
／
新
地

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
１
回
２
人
／

レ
マ
ン
の
会
１
回
３
人
／
漁
協
婦

人
部
１
回
３
人
／
新
地
高
校
３
回

44
人
／
ひ
ま
わ
り
の
家
２
回
４

人
／
あ
ぶ
く
ま
信
用
金
庫
職
員
１

回
７
人

公的年金等の収入金額の合計額○Ａ 割合○Ｂ 控　除　額○Ｃ
1,200,000円までの場合は所得金額はゼロとなります。

1,200,001円～3,299,999円 100％ 1,200,000円

3,300,000円～4,099,999円 75％ 375,000円

4,100,000円～7,699,999円 85％ 785,000円

7,700,000円～ 95％ 1,555,000円

改正前の控除額 改正後の控除額

所得税 500,000円 ０円

町県民税 480,000円 ０円

平成18年４月１日から予防接種法の改正により、麻しん・風し
んの予防接種方法が変わります。12月末までだった接種期間を３
月末まで期間を延長することになりました。
なお、平成18年４月１日から２歳以降のお子さんは、麻しん・風しんの

予防接種は有料となりますので早めに接種されるようおすすめします。

町保健センター（ ２０９６）

日程

対象 ・三種混合、麻しん、風しん（3ヵ月～90ヵ月未満）
・二種混合（小学校６年生）

9／1～12／28 9／1～Ｈ18.3／31
（年度途中ですが、通年で行うことになりました）

現　　在 変　更　後



◆

日
本
列
島
に
大
き
な
激
震
が
走

り
ま
し
た
。

耐
震
強
度
偽
造
と
い
う
問
題
が

発
生
し
、
連
日
、
テ
レ
ビ
や
新
聞

等
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
震
大
国
と
い
わ
れ
る
日
本
に

住
む
私
た
ち
に
と
っ
て
、
毎
日
住

ん
で
い
る
家
の
強
度
に
疑
問
を
持

ち
始
め
た
ら
、
安
心
し
て
寝
る
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
。

マ
ス
コ
ミ
に
出
て
く
る
関
係
者

は
、
設
計
者
、
指
定
確
認
検
査
機

関
、
発
注
者
、
い
ず
れ
も
責
任
の

な
す
り
合
い
に
終
始
。
つ
い
に
自

殺
者
ま
で
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
が
倫
理
感
、
法
令
順

守
の
精
神
が
失
わ
れ
た
と
し
た
ら

私
た
ち
は
何
に
安
全
の
基
準
を
求

め
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

今
、
建
築
確
認
制
度
の
信
頼
性

が
揺
ら
い
で
い
ま
す
。
国
は
ど
こ

に
問
題
が
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か

に
し
、「
住
」
の
安
全
、
安
心
の
た

め
の
技
術
的
な
改
善
策
が
求
め
ら

れ
る
べ
き
と
思
い
ま
す
。

・エネルギー 344ｷﾛｶﾛﾘー ・カルシウム 194mg
・蛋白質　13.8g ・塩分　1.1g

（８人分）
・お好み焼き粉　100g ・牛乳　100cc ・卵　１個　・キャベツ 1/4個
・ぬまエビ 30g ・シーフードミックス 50g ・豚肉（薄切り） 30g
・ちくわ ２本　・ネギ １本　・ピザ用チーズ 30g
・サラダ油　大さじ４　・ソース、マヨネーズ、かつお節、青のり 適量

①お好み焼きの粉と牛乳をダマにならないように練り合わせ、卵を加えてのばす。
②キャベツはせん切り、ネギ、ちくわは小口切りにし、その他の具を①に加えて
混ぜ合わせる。
③フライパンを十分に熱し、サラダ油大さじ１杯をひき②の1/4量を入れ両面を焼く。
④皿に盛りつけ、ソース、マヨネーズ、かつお節、青のりをふりかける。

粉を練るときに、水の代わ
りに牛乳を使っています。小
麦粉を使うときは、だし汁、
塩、山芋のすりおろしを加え
るとよいです。

新地に住み始めてから３ヵ月がたちました。今のところとても充実しています。
新地に来てすぐに、空手を始めました。尚英中学校では、卓球部の生徒と卓球
をするようになりました。盆踊りの前は、和太鼓のレッスンを受けました。新地
のロードレース大会のためにトレーニングをしたり、ウィング・ポップスという
ジャズバンドのパーカッションを手伝ったこともありました。これらの経験はす

べて、もちろんすばらしいものです。しかし、時々、いろいろとやり過ぎかなと思います。
季節はついに秋となりました。季節の変化は重要です。そのため、私は休息をとろう
と決めました。特にこれからやって来る寒い時期は、健康でたくましく過ごすために、
よく寝て、よく食べ、十分にリラックスすることが必要です。休養したり、料理をした
り、町の中を散歩したりする自由時間を設けるつもりです。
最近は、私にとって穏やかな日々が続いています。これからも新しい友達をつくった
り、友達になった人にあったりしたいなあと思います。では、次回までさようなら。お
体に気をつけてください。

和訳：尚英中学校　遠藤敦子先生

長
年
に
わ
た
り
、
選
挙
の
管
理

執
行
及
び
選
挙
の
啓
発
事
務
に
協

力
を
い
た
だ
い
た
荒
安
三
さ
ん
と

志
茂
弘
さ
ん
に
、
総
務
大
臣
よ
り

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

荒
さ
ん
は
、
平
成
２
年
に
町
の

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
と
な
り
、

平
成
15
年
か
ら
は
委
員
長
を
務
め

て
い
ま
す
。

志
茂
さ
ん
は
、
昭
和
58
年
か
ら

平
成
15
年
ま
で
の
20
年
間
、
町
の

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
を
務
め
、

う
ち
８
年
間
委
員
長
を
務
め
ま
し

た
。受

賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
地
町
交
通
安
全
表
彰
伝
達
式
並
び
に
表
彰
式
が

11
月
11
日
、
役
場
正
庁
で
行
わ
れ
関
係
者
約
30
名
が

出
席
し
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

福
田
小
学
校

菅
野
正
實(

藤
崎)

鈴
木
清

幸（
埒
浜
）、
遠
藤
節
子（
新
町
）

三
宅
行(

埓
浜)

齋

藤
守
男(

杉
目)

、
吉
田
千
賀
子(

城
内)

（
交
通
安
全

功
労
団
体
）
株
式
会
社
小
賀
坂
組

佐
藤
功

(

富
倉)

、

野
　(

中
島)

、
森
直
人(

渋
民)

小
山

三
郎
（
大
戸
浜
）、

寺
島
諄(

新
地
町)

、

渡
邉
美
奈
子(

釣

師)

、
星
み
よ
子

(

藤
崎)

、
荒
昭
美

(

木
崎)

、
荒
あ
い

子(

木
崎)

野菜・肉・魚介類・チー
ズ・牛乳を使ったバランスの
よいメニューです。野菜嫌い
なお子さんにおすすめです。

こ
の
た
び
、
瑞
寶
雙
光
章
を
受
章
さ
れ
た
櫻
井
武

久
さ
ん
が
11
月
16
日
に
、
町
に
報
告
の
た
め
訪
れ
ま

し
た
。

櫻
井
さ
ん
は
、
海
上
自
衛
隊
に
勤
務
し
、
精
鋭
が

乗
艦
す
る
潜
水
艦
員
と

し
て
、
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、教
官
と
し
て
自

ら
の
知
識
や
経
験
を
後

進
に
伝
え
る
な
ど
、多
大

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
赤
十
字
社
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
水
戸
和
さ
ん
と

邦
さ
ん
に
、
日
赤
銀
色
有
功
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

赤
十
字
社
は
災
害
救
護
を
は
じ
め
、
各
種
の
生
命

と
健
康
を
守
る
活
動

を
行
っ
て
お
り
、
水

戸
和
さ
ん
と
邦
さ
ん

は
、
多
額
の
寄
付
で

赤
十
字
社
へ
の
協
力

を
し
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

（和訳編）



再生紙使用

（平成１７年１０月２１日～平成１７年１１月２０日届出）

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し出てください。

県内市町村73チームがタスキをつなぐ第17回市町村対
抗福島県縦断駅伝競走大会が11月20日、白河市総合運動
公園陸上競技場をスタート、福島県庁前をゴールとする16
区間、95.7キロのコースで行われました。
当日は、秋晴れの好天の中、選手たちは沿道からの声援
を受けながら、晩秋の福島路を力走しました。新地町チー
ムの記録は、６時間６分16秒、総合70位（町の部43位）で
ゴールしました。
選手の皆さん、お疲れ様でした。また、早朝から応援に
駆けつけてくださった多くの町民の皆さん、選手に勇気を
与えてくれた熱いご声援ありがとうございました。

選手団のみなさんお疲れ様でした 選手団のみなさんお疲れ様でした 

（子供） （親） （地区）

茉
ま

穂
ほ

斎藤　満・芳　江 菅　谷

未由来
み ゆ き

斎藤　一・祐　子 中　里

奏
かな

翔
と

沼沢隼人・美　里 中　島

輝
ひかる

寺島正幸・利　江 小　川

（死亡者） （年齢） （地区）
古旗　ハギ ８４歳 下真弓
小野　胞治 ７７歳 小　川
八巻　ヒデ ７８歳 菅　谷
中津川正雄 ８３歳 岡
木村　　誠 ７３歳 渋　民
寺島キヌ子 ８５歳 駒ヶ嶺町
名取　武司 ８３歳 杉　目

◆まだまだ寒くなるこの季節、家に閉じこもりがち
になってしまいます。ジョギングでもして運動不足
を解消したいと思っています。◆今年も残すところ
あとわずかとなりました。今年１年間、多くのみな
さんに支えられ無事、「広報しんち」を発行すること
が出来ました。ありがとうございました。 （健）


